










































































































崎 2009）の略称。筆者が所有している 2010 年















































































































































































もなく少ないということです。それからもう一つ、20 代 30 代の人たちはほと
んど非正規雇用、嘱託です。つまり「まいぶん」関係の職員というのは、今か













Fig. 5. 2. 1  埋文専門職の職位別年齢構成（2007 年）











































Fig. 5. 2. 2  埋文専門職の年齢構成推定（2014 年）






































































































































Fig. 5. 2. 6  次世代まいぶん
2375-2 もしドラッカーが日本の「まいぶん」の現状を眺めたら
私が前いた会社には、映画のランボーみたいに胸板が厚くて、竃を掘るときは
とても繊細に掘れるのに、中世の巨大土坑に当たるとですね、スコップを手に、
一人でそれ掘りあげちゃうとか、ものすごいプロフェッショナルがいるわけで
す。そういう人はただの作業員じゃないです。フィールドテクニシャンとして、
きちんと位置付けてあげようよ、と思うのです。大切な仲間です。今一番不足
しているのがフィールド・アーキビストです。要するに記録の専門家です。考
古学を勉強した人でも、情報処理を勉強した人でもいいのですが、要は発掘調
査に伴う最適な情報収集の仕方を熟知していて、これが出て来ちゃったからあ
そこに電話しよう、そうすると最適なレーザースキャナが届いて、効率よく精
度の高い記録と報告ができる、というマネジメントに長けているプロフェッ
ショナルです。
　いっぽう、後方には支援のための、ロジスティクスセンターを作っておきま
す。例えば、調査員は現場で忙しい上に、突然来週から別の発掘ということが
あります。そういった時に、後方支援部隊の考古学者が、その地域の歴史的な
環境や考古学的な環境、地理的な環境をきちんと調べ上げて、レポートして、
みんなが見えるデータベースにおいとけば、現場を担当する調査員は、発掘に
必要な基本的な情報を、前もって得られる。それを頭に入れた上で調査できる。
戦争の世界でも、兵士は最前線で戦っていますけども、後方支援部隊が全く別
のところにいて、最前線周辺の戦況、地形や敵の動き、至近の天気予報などを
現場に送って戦闘を背後から支えています。発掘調査は、戦争と違って弾は飛
んでこないのでずっと楽だと思うのですが。同じように、野外考古学者と連絡
を取り合って後方支援する部隊があっても良いですよね。
　もちろん理想の話なので、100 平米の発掘調査をするのに、このメンバー全
員を揃えて、というのは現実的には無理です。ただ、基本的にはこういう体制
を作った方がいいんじゃないの、という話です。県なり市町村にこういうビジョ
ンでやろうよ、と提示するのが文化庁の役割だと思うのですが、全くそういう
頭はないみたいなので、しょうがないからここで私が言っておきます。
　「さよなら型まいぶん」では、調査員は自分独りで何でもやろうとするのです。
そんなの限界があるじゃないですか。限られた予算で無理して機材を揃えても、
性能には限界があるし、すぐ陳腐化してしまいます。行政が持っている機材と、
企業が持ってる機材とでは、当然のことながら、性能にかなりの開きがありま
す。それなのに、個々の行政が、無理してしょぼい機材を買って、自分たちで
やろうとするから大変なんです。任せちゃえばいいのです。そういう意味では
脱・アマチュアリズムです。悪い意味でのアマチュアリズムはなくしてほしい。
逆に赤塚さんが言った、昔は地域の人が集まってこの遺跡壊れちゃうからと調
238 岡安　光彦
査が始まった時期があって、それは間違ってなかった。ただ、その悪いところ
だけを引きずっているのです。そうじゃなくて、脱・アマチュアリズム、チー
ム・プロフェッショナルでやろう。そのためにプロジェクト型の発掘調査でや
ろう。そう申し上げたいわけです。
　そして、それを実現するためには自分たちだけではできないので、地域社会
と連携してやらないと無理に決まっています。先ほどの赤塚さんの話で、私は
赤塚さんが言った意味での NPO を第三セクターと言っているわけですが、今
は行政が何でもかんでもやろうとして、あっぷあっぷしているわけです。早晩
できなくなるのは人口構成を見れば一目瞭然なので、みんなで協力してやって
いくしかない。企業は企業の得意なことをやればよい。それなのに、測量会社
が調査員たくさん雇って自前で発掘しようという、そういう会社が多いのです。
全く方針を間違えています。
　行政は何でもやろうとしないで、行政にしかできないことに注力する。それ
は何かというと、コンダクターの役をやる。行政は演奏で言えば指揮者じゃな
いですか。自分で笛も吹くしピアノも弾くし、をやろうとするから話がややこ
しくなってしまう。指揮者に徹すればいい。企業はそれぞれの企業のミッショ
ンに応じた一番得意なことをすればいい。ところが、行政の得意なことだけを
やるのは、実は行政は得意じゃない。民間も、それぞれの強みを活かすのが下
手くそです。
　そこで、今は未知数ですが、赤塚さんの NPO のようなが組織が、うまく地
域社会の中で官民の力を連携できるようにしていけば、何か未来があるではな
いだろうか、と思うのです。できないかもしれないですけど、やるしかないです。
遺跡の記録保存という社会システムをうまく維持していくには、これしか残っ
ていない気がします。パンドラの箱に残ったのは希望だけでしたが、我々には
NPO しか残っていないかもしれません。私がこのあいだ参加した土器の修復、
メンテナンスのセミナーで講師をつとめられた岩月真由子さんは、東京藝術大
学（彫刻科塑像研究室）・同大学院美術研究科を出た、粘土やテラコッタのプ
ロフェッショナルです。ところが赤塚さんが見出だすまでは、ある企業で一介
の作業員として扱われていました。こういったさまざまな本物のプロフェッ
ショナルを、各地域の非営利団体が見出し、上手にまとめあげて、発掘調査に、
埋蔵文化財の保護に結びつけていく、そういうことができればいいのではない
かな、と思います。
土器の修復、メンテナンスのセミナー　膠を用い
た土器修復に関するセミナー。通常、土器破片の
接合などには、セメダインや瞬間接着剤が用いら
れているが、それらは資料にダメージを与えると
し、資料への負担が少ない膠による保存修復方法
を岩月真由子氏は提案している。
2395-2 もしドラッカーが日本の「まいぶん」の現状を眺めたら
　ドラッカーの言葉で最後まとめるとこういうことになります。ドラッカーは
人が作った青写真に乗っかって社会を動かそうとすれば絶対失敗する、無理や
りそれに当てはめようとすると虐殺が起こったり、世の中の停滞が起こったり
する、だからやめようね、でも、変化の先頭に立つことだけはできる、と言っ
ている。今、赤塚さんが変化の先頭に立っていらっしゃるわけで、私はその背
中を見ながら歩いていきたいと思います。
